
学校番号 203 

 

令和３年度 国語科 

教科 国語科 科目 現代文Ｂ 
単位

数 
３単位 年次 ２年次 

使用教科書 「精選 現代文Ｂ改訂版」（三省堂） 

副教材等 
「キーワード漢字 ２７００」（浜島書店） 

「新総合図説国語」（東京書籍） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生では教科書で扱う評論文のテーマに対して、自身の意見をもち、それについて話し合い

や文章記述、発表など、様々な活動を取り入れた授業を行います。 

・テーマごとの主題を読み取り、文章を「読む能力」を向上させるとともに、意見を深め、他者

に伝えるための「話す・聞く能力」や「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・小説では登場人物の心情や物語の流れだけでなく、普遍的な存在としての人間のあり方、精神

のあり方を読み取り、読み取り、味わいましょう。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

 特に記述問題に関しては、考査に対応できるようにしておきましょう。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

２ 学習の到達目標 

・目的や場にふさわしい語句を選んで、適切に思いや考えを表現することができる。 

・目的や場に応じて的確に文章の内容や構成、登場人物の心情を理解することができる。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

・言語感覚を磨き、論理的な思考力、豊かな想像力を場面に応じて活用することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言

語文化に対する

関心を深め、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

とする。 

目的や場に応じ

て効果的に話

し、的確に聞き

取ったり、話し

合ったりして、

自分の考えをま

とめ、深めてい

る。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。 

文章を的確に読

み取ったり、目

的に応じて幅広

く 読 ん だ り し

て、自分の考え

を深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

行動の観察 

（発表等のパフ

ォーマンスの

評価） 

記述の確認及び

分析 

（ワークシー

ト、原稿用

紙） 

 

記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１
学
期 

随
想 

『地球上の「旅人」』 

○  ○ ◎ ○ 

a:文章の内容を理解し、筆者の

心情や主張を読み取ろうとして

いる。 

ｃ：自身の体験を生かし、特色ある

文章を書くことができる。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

e:文中の言葉や表現を正しく理

解し、自分の語彙として身に

付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

ｃ：作文 

ｄ:記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト 

評
論
を
読
むⅠ

 

『スポーツとナショ

ナリズム』 

○  ○ ◎ ○ 

a:文章の内容を理解し、筆者の

主張を読み取ろうとしている。 

c:本文の内容をふまえて自身の

意見を書くことができる。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

e:文中の言葉や表現を正しく理

解し、自分の語彙として身に

付けている。 

a:行動の観察

及び記述の

点検 

c：意見文 

ｄ:記述の確認

及び定期考

査 

 

e：小テスト 

小
説
を
読
む 

『山月記』 

 

  

○  〇 ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異な

る立場から読み深めようとし

ている。 

ｃ：自分をほかの動物に置き換

え創作し、他者理解を促す。 

d:文章に描かれている人物の心

情を表現に即して読み、異な

る立場から読み深めている。 

e:漢文を読むことに役立つ、文

語のきまりを身に付けてい

る。 

ａ：行動の観察 

ｃ：創作文 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 



２
学
期 

小
説
を
読
む 

『レキシントンの幽

霊』 

○ 〇  ◎ ○ 

a:幻想的で不思議な作品を読み

込み、文章が広げる想像の世

界を味わう。音楽を想起させ

るような文章表現に留意し

て、作品における効果につい

て考える。 

ｂ：作者について調べ学習をし

発表する。 

d:あらすじを正確に押さえ、物

語の面白さを味わい、理解す

る。 

e:文中の言葉や表現を正しく理

解し、自分の語彙として身に

付けている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅠ

 

『戦争の〈不可能

性〉』 

○  ○ ◎ ○ 

a:文章の内容を理解し、筆者の

主張を読み取ろうとしている。 

c:本文の内容をふまえて自身の

意見を書くことができる。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

e:文中の言葉や表現を正しく理

解し、自分の語彙として身に

付けている。 

 

a:行動の観察

及び記述の点

検 

 

c：意見文 

ｄ,ｅ： 

記述の確認と

分析及び定期

考査 

 

評
論
の
内
容
を
理
解
す
るⅡ

 

『恐怖とは何

か』 

○ ○  ◎ ○ 

a:文章の内容を理解し、筆者の

主張を読み取ろうとしている。 

b:本文の内容をふまえて自身の

意見をグループで話し合うこと

ができる。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

E：心理学について調べ、文中の

言葉や表現を正しく理解し、

自分の語彙として身に付けて

いる。 

ａ,b:行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

小
説
を
読
む 

『月火水木金土

日』 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:文章の内容を理解し、筆者の

主張を読み取ろうとしている。 

ｃ：文章の内容や特色を踏まえて

感想文を書くことができる。 

d:文章の構成や展開を理解し、

文意を正確に読み取ることがで

きる。 

e:作者について調べ学習をす

る。文中の言葉や表現を正し

く理解し、自分の語彙として

身に付けている。 

a:行動の観察

及び記述の点

検 

 

c,ｄ,ｅ： 

記述の確認と

分析及び定期

考査 

 



創
作
活
動
を
す
る 

『木に花咲きー

短歌十五首』 

○ ○ ◎ ○ ○ 

a:短歌から情景を読み取ろうと

している。  

b:短歌を創作し、発表できる。 

c:短歌の基本をおさえ、創作で

きる。 

d:短歌の技法や情景を理解でき

る。 

e:短歌の技法や作者についての

知識を理解できる。 

ａ,c,d,ｅ： 

記述の点検と

確認及び分析 

b:行動の観察 

意
見
文
を
書
く 

授業内で扱った

評論文テーマ 

○ ◎ ○  ○ 

a:意見文を書くための事前準備 

に意欲的に取り組めている。 

b:自身の考えを他者と共有し、 

伝わりやすいように発表できて 

いる。 

c:適切な論理で、根拠に基づい

て意見が書けている。 

e:テーマに関係する知識を調べ

て理解できている。 

a,b:行動や発表

の観察 

c,e:記述の点検

と確認 

 

３
学
期 

小
説
を
読
む 

『こころ』 

○   ◎ ○ 

a:人物、情景、心情などを、どう

して書き手がこのように描い

ているのかを捉え、象徴、予

兆などに果たしている効果に

気付こうとしている。 

d:登場人物のしぐさ、言動から

心情を理解できている。 

e:文中の言葉や表現を正しく理

解し、自分の語彙として身に

付けている。また、筆者に関

する知識を理解できている。 

ａ：行動の観察 

 

ｄ：記述の確認

及び定期考

査 

 

ｅ：小テスト及び

定期考査 

  

 表中の観点について  

a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力  d:読む能力 e:知識・理解 

 

※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」については、すべての単元に位置付けて○印を、ま

た、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」）に関

わる観点には◎を付している。 

 


